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猛烈な雨
　残る爪痕
写真：時ヶ崎白戸線の土砂崩れ。懸命な復旧作業が続く
　　（現在は通行可能）
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猛
烈
な
雨       

    
残
る
爪
痕

　

台
風
第
18
号
な
ど
の
影
響
に
よ
り
9
月
9
日

～
11
日
に
か
け
て
各
地
で
猛
烈
な
雨
が
降
り
続

き
、
9
日
午
後
11
時
に
塩
原
・
箒
根
地
区
の
全
域

３
０
６
３
世
帯
に
避
難
勧
告
を
発
令
。
続
い
て
10

日
午
前
0
時
20
分
に
は
栃
木
県
で
初
め
て
と
な
る

大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
雨
に
よ
り
市
内
で
も
被
害
が
発
生
。
特

に
塩
原
・
箒
根
地
区
の
被
害
が
甚
大
で
、
建
物
へ

の
浸
水
、
道
路
の
通
行
止
め
、
土
砂
崩
れ
な
ど
深

い
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

濁流と化した箒川。宇都野地区の堤防が一部決壊し、収穫前の水田に水や土砂が流れ込みました

↑市道区画街路17号線の舗
　装の一部が崩落（ホテルニ
　ュー塩原付近）

↑土砂崩れにより市道旧新湯線の通行が寸断

↑中山配水池と要害浄水場への原水の流入が途絶え、塩原地区の一部
　（940戸）で断水が発生。
　写真は要害浄水場の取水施設の復旧作業の現場

↓土砂が流入し民家や納屋が損壊。
　幸いにも人的被害はありませんでした

↑建物への浸水被害（30戸）も発生

9
月
24
日
現
在
の
被
害
状
況

9
月
24
日
現
在
で
市
が
把
握
し
た
被
害
状
況
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

▼
人
的
被
害　

な
し

▼
建
物
被
害　

33
件

○
土
砂
崩
れ
に
よ
る
建
物
損
壊
、
損
壊
の
危
険
…
3
件

○
建
物
へ
の
浸
水
…
30
戸

▼
現
在
の
通
行
止
め　

6
カ
所

○
元
湯
線
の
一
部

○
蛇
尾
川
（
箕
輪
・
笹
沼
）
と
熊
川
（
中
内
）
の
洗
い

　

越
し　

計
4
カ
所

○
林
道
沼
代
シ
ダ
ブ
線

※
災
害
発
生
直
後
は
、
こ
れ
ら
の
箇
所
以
外
に
も
国
道

　

４
０
０
号
な
ど
複
数
の
路
線
で
通
行
止
め
に
な
り
ま

　

し
た
。

▼
市
道
の
一
部
破
損
な
ど　

16
路
線

※
復
旧
工
事
中
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
元
湯
線
以

　

外
は
通
行
可
能
で
す
。

▼
土
砂
崩
れ　

10
カ
所

▼
倒
木　

3
件
（
全
て
復
旧
）

▼
停
電　

鍋
掛
地
区
の
19
戸
と
塩
原
地
区
の
63
戸
（
全 

　

て
復
旧
）

▼
断
水　

塩
原
地
区
の
９
４
０
戸
（
全
て
復
旧
）

▼
農
業
被
害

○
箒
根
地
区
の
水
稲　

88
・
6
㏊

○
箒
根
地
区
の
大
豆　

1
・
4
㏊

○
塩
原
地
区
の
ほ
う
れ
ん
そ
う　

3
㏊

○
農
業
施
設　

12
件

断水対策として、塩原 →
地区の3カ所に給水所
と7カ所に仮設トイレ
を設置しました

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
や
崖

下
、
渓
流
沿
い
な
ど
に
住
ん
で
い

る
人
は
、
大
雨
の
時
や
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
際
に

は
、
早
め
に
安
全
な
場
所
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
次
の
よ
う

な
前
兆
現
象
を
見
か
け
た
ら
、
す

ぐ
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

【
土
石
流
】

○
山
鳴
り
が
す
る

○
急
に
川
の
流
れ
が
濁
り
流
木

　

が
混
ざ
っ
て
い
る

【
崖
崩
れ
】

○
崖
か
ら
水
が
湧
き
出
て
い
る

○
崖
に
割
れ
目
が
見
え
る

【
地
す
べ
り
】

○
斜
面
か
ら
水
が
ふ
き
出
る　

○
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

　

ま
た
、
夜
間
に
大
雨
が
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
暗
く
な
る
前
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
豪
雨
や

夜
間
で
避
難
場
所
へ
の
避
難
が

困
難
な
場
合
は
、
家
の
中
の
崖
か

ら
離
れ
た
部
屋
や
2
階
な
ど
の

少
し
で
も
安
全
な
場
所
に
移
動

し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害

　
早
め
の
避
難
を
！

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、「
自

宅
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
か
ど
う

か
」「
自
宅
か
ら
一
番
近
い
避
難

所
は
ど
こ
か
」
な
ど
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
な
ど
の
情
報
を
即

時
に
入
手
す
る
た
め
に
、
市
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス「
み
る
メ
ー
ル
」

に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

※
登
録
は
無
料
で
す
が
、
パ
ケ
ッ

　

ト
通
信
料
は
自
己
負
担
で
す
。

問
い
合
わ
せ

○
本
総
務
課

　

☎
０
２
８
７（
62
）７
１
５
０

那
須
塩
原
市 

防
災

検
索→

災害時に命を守るために…「みるメール」に登録を！

【配信する防災・災害情報】
○大雨や洪水などの気象警
　報、注意報
○土砂災害警戒情報
○災害による被害発生情報
○避難勧告、避難指示
○避難所開設情報
○国道 400 号交通規制情報
○停電情報　など

【登録方法】
①携帯電話から「t-nasushiobara@sg-m.jp」
　あてに空メールを送信する
　か、次のＱＲコードを読み
　取る
②空メール送信後、登録案内
　メールを受信するので、登
　録ページにアクセスする
③登録ページの利用規約に同意して、利用
　者登録をする
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と　き　10 月 24 日㈯午前 9 時 30 分～午後 3 時
ところ　那須塩原駅西口駅前広場
内　容　
大将鍋出陣式、巻狩鍋（1 杯 250 円）、みこしパレー
ド、黒磯巻狩太鼓、巻狩踊り、ステージ公演ほか

 問い合わせ　那須野巻狩まつり実行委員会事務局（　 商工観光課内）　☎ 0287（62）7154

2015年 那須野巻狩まつり
1日目 那須野巻狩大将鍋出陣式

2日目 那須野巻狩まつり
と　き　10 月 25 日㈰午前 8 時 45 分～午後３時
ところ　那珂川河畔運動公園
内　容　
オープニングセレモニー（火入れ式、牛乳で乾杯）、巻
狩鍋（10 種類・１杯 200 円）、太鼓の響演（黒磯巻狩太
鼓、那須野ヶ原疏水太鼓、塩原流響太鼓）、巻狩踊り大
会、巻狩ショー、流

や ぶ さ め
鏑馬、ダンスフェスティバル、文

化協会ステージ、苗木配布、ひたちなか市物産コーナー、
物産・企業フェア、子どもイベント、フリーマーケット、
ミニ移動動物園ほか

25 日の本まつりでは、例年会場周辺
の駐車場が大変混み合います。黒磯
文化会館などの駐車場を利用してく
ださい。

市誕生10周年と20回目の開催を記念。楽しいイベント盛りだくさん！

・ラジオ局公開収録　・sachi さんライブ　
・声優の阿部敦さん、佐藤聡美さんのトークショー
・B'z 軍団ものまねショー

市誕生10周年記念特別イベント

25
日
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

　
　
を
利
用
し
て
ね
！

あなたにも　　　　　　　　　　　　　　が通知されます「マイナンバー」
　マイナンバーとは、国民一人ひとりが持つ 12 桁の番号です。社会保障、税、災害対策の分野で個人の情報を適
切に、効率的に管理するために活用されます。

▶10月から通知カードを送付
　10 月から順次、住民票を有する全ての人に、12 桁
のマイナンバーをお知らせする「通知カード」が送
付されます。
　この「通知カード」は、
住民票の住所に、転送不要
の簡易書留で世帯ごとに送
付されます。

通知カード（案）

▶希望者は個人番号カードを取得できます
　（初回の発行手数料は無料）
　希望する人は、通知カードと一緒に送付される「個
人番号カード交付申請書」に必要事項を記入し写真
を貼って、同封の返信用封筒を使って申請をしてく
ださい。来年 1 月から順次交付されます。

○本人確認の書類になる（本人の顔写真と住所、氏名、生
　年月日、性別、個人番号、有効期限などを記載）
○ e-Tax など税の電子申請で使用する電子証明書になる
○コンビニエンスストアで住民票や印鑑登録証明書、所得
　証明書などを取得できる

個人番号カードのメリット

個人番号カード（案）

（表）

○住民基本台帳カードと重
　複所持はできません。個
　人番号カードを交付する
　際に、住民基本台帳カー
　ドを回収します。
○住民基本台帳カードの発
　 行 は、12 月 22 日 ま で
　です。（有効期間は、作
　成日から 10 年です）

 問い合わせ　本市民課　☎ 0287（62）7132

大学ゼミナール
那須塩原市活性化プレゼン大会 2015

と　き　11月15日㈰午前10時～午後5時
ところ　ハロープラザ（入場無料）
テーマ　「那須塩原市の○○」

問い合わせ
大学ゼミナール那須塩原市活性化
プレゼン大会実行委員会

（黒磯観光協会事務局内）
☎0287（62）7155

那須塩原市 大学プレゼン 検索 →

   

市誕生10周年記念事業

　柔軟な発想と斬新なアイデアを持った大学
生たちが、「那須塩原市の○○」をテーマに、
ビジネスモデル、観光、イメージアップなど
本市を盛り上げるためのさまざまなアイデア
を発表します。入場は無料ですので、ぜひ見
に来てください。

　　無料シャトルバス運行
25日㈰のみ ※駐車場など詳しくは、チラシか市

　ホームページを確認してください

こちらの駐車場から無料シャトルバ
スが 15 ～ 20 分間隔で出ています
●那珂川河畔公園（まつり会場）
●黒磯公園　●黒磯小学校
●那須塩原市役所　●黒磯文化会館
● JA なすの本店
●県北産業技術専門校

        S
        P

シャトルバス発着所
   駐車場

        P         S

        P         S

        P
        S

        P
        S

文化会館 共墾社 豊浦豊町

黒磯駅前黒磯文化会館

JA なすの
本店

黒磯公園

JA なすの
本店

那須塩原
市役所 黒磯小学校 県

北
産
業

技
術
専
門
校

10/24 ㈯那須塩原駅西口駅前広場

10/25 ㈰那珂川河畔運動公園

        P         S

        P         S

私
た
ち
の
ア
イ
デ
ア

聴
い
て
く
だ
さ
い 那須塩原を元気に！

大学生が熱い想いを届けます

注意事項

（裏）

個人番号
氏名

通知カード

住所

平成　年　月　日　生 性別
発行日 平成　年　月　日

交付地市町村長名
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問い合わせ　　社会福祉課  ☎0287（62）7026
　　　　　　　市民福祉課  ☎0287（37）6231
　　　　　　　総務福祉課  ☎0287（32）2912塩

　障害がある人のための
　　　　５つの手当
　障害や特定の疾病がある人のために、次のような手当
があります。受給資格の条件に該当する人のうち、まだ
手続きをしていない人は問い合わせてください。

手当名 受給資格の条件 手当額 申請時に持参するもの

特別児童
扶養手当
（※1）

 次の要件を満たす 20 歳未満の児童を監護している父母、または養
 育者（父母が監護しない場合）
 ○身体障害者手帳１級および２・３級の一部の児童
   （内部障害は診断書による）
 ○療育手帳Ａ１・Ａ２の児童
 ○上記と同程度の障害があると認められた児童
 注…児童が障害を支給事由とする年金の受給や施設に入所している 
       場合を除く。

月額
51,100円
（※2）  ○身体障害者手帳、療育

    手帳または指定様式の
    診断書
 ○印かん
 ○請求者名義の預金通帳
 ○戸籍謄本 1 通
　（請求者および児童の記   
    載のあるもの）
 ○住民票謄本 1 通

 次の要件を満たす 20 歳未満の児童を監護している父母、または養
 育者（父母が監護しない場合）
 ○身体障害者手帳３・４級の一部の児童
   （内部障害、視野障害は診断書による）
 ○療育手帳Ｂ１の児童（診断書により判定）
 ○上記と同程度の障害があると認められた児童
 注…児童が障害を支給事由とする年金の受給や施設に入所している 
       場合を除く。

月額
34,030円
（※2）

特別障害者
手当

（※1）

 精神または身体に著しく重度の障害が重複するなどのため、日常生
 活において常時特別の介護を必要とする状態にある 20 歳以上の人
 注…施設入所中および継続して３カ月を超えて入院中の場合を除く。

月額
26,620円
（※2）

 ○身体障害者手帳、療育
    手帳または指定様式の
    診断書
 ○印かん
 ○請求者名義の預金通帳

障害児福祉
手当

（※1）

 精神または身体に重度の障害があるため、日常生活において常時の 
 介護を必要とする状態にある 20 歳未満の人
 注…施設入所中の場合を除く。

月額
14,480円
（※2）

重度心身
障害者福祉

手当

 市内に住所がある人で、次の要件を満たす 20 歳未満の児童を養育
 している人
 ○重度の知的障害児（療育手帳Ａ１、Ａ２）または重度の身体障害
    児（身体障害者手帳１、２級）
 ○上記のうち、障害児福祉手当を受けていない児童

月額
8,000円

 ○身体障害者手帳または
    療育手帳
 ○印かん
 ○請求者名義の預金通帳

特定疾患
患者見舞金

 市内に住所がある人で、特定の疾病により栃木県から次のいずれか
 の交付を受けている人
 ○特定医療費（指定難病）受給者証
 ○小児慢性特定疾病医療受給者証
 ○一般特定疾患医療受給者証
 注…平成26年度に受給している人は来年2月に現況を確認しますの
　　 で、それまで手続きの必要はありません。

月額
2,500円
（※2）

 ○特定医療費（指定難病）
    受給者証、小児慢性特
    定疾病医療受給者証ま
    たは一般特定疾患医療
　 受給者証
 ○印かん
 ○請求者名義の預金通帳

※1：受給に当たり所得制限がある手当です。　
※2：平成27年4月から手当額が改定されたものです。

誰もが健やかに安心して暮らせるように

 今月のテーマ

　

買
え
買
え
詐
欺（
劇
場
型
勧
誘
）

の
相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
最

近
は
、
高
齢
者
の
親
切
心
や
同
情

心
に
つ
け
込
み
、
有
料
老
人
ホ
ー

ム
や
介
護
施
設
な
ど
に
入
居
す
る

権
利
を「
代
わ
り
に
申
し
込
ん
で
」

な
ど
と
言
い
、
お
金
を
だ
ま
し
取

る
手
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

○
慌
て
な
い
、
相
手
に
し
な
い
、

　
支
払
わ
な
い

　
「
名
義
を
貸
し
て
」「
代
わ
り
に

　

申
し
込
ん
で
」
な
ど
の
不
審
電

　

話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
相
手

　

に
し
な
い
で
す
ぐ
に
電
話
を
切

　

り
ま
し
ょ
う
。
事
業
者
が
持
ち

　

か
け
て
く
る
話
の
内
容
や
、
送

　

ら
れ
て
く
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

　

非
常
に
巧
妙
で
す
。
ま
た
、
複

　

数
の
人
物
か
ら
電
話
が
あ
っ
て

　

も
、
相
手
の
話
を
う
の
み
に
せ

　

ず
、
焦
ら
さ
れ
た
り
脅
さ
れ
た

　

り
し
て
も
絶
対
に
お
金
を
支
払

　

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
留
守
番
電
話
機
能
な
ど
の
活
用

　

電
話
に
出
て
し
ま
う
と
、
相
手

　

の
巧
妙
な
話
術
で
電
話
を
切
り

　

に
く
く
な
る
の
で
、
電
話
の
機

　

能
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
留
守
番
電
話
機
能
を
利
用
し
、

　

か
か
っ
て
き
た
電
話
に
は
出
な

　

い
で
、
必
要
に
応
じ
て
後
で
か

　

け
直
す
よ
う
に
す
る

②
発
信
番
号
表
示
機
能
の
あ
る
電

　

話
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、

　

番
号
非
通
知
や
知
ら
な
い
番
号

　

か
ら
の
電
話
に
は
出
な
い
よ
う

　

に
す
る

③
電
話
の
内
容
を
録
音
す
る
通
話

　

録
音
装
置
を
利
用
す
る

○
高
齢
者
の
見
守
り

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
い
る
人
の

　

多
く
が
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者

　

の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

　

防
止
す
る
に
は
、
家
族
や
身
近

　

な
人
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

疑
問
や
不
安
を
感
じ
た
ら
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

「老人ホーム入居権」の
　　　　　買え買え詐欺

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
２
８
７（
63
）７
９
０
０

開
設
時
間　

平
日
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時

＜問い合わせ＞
　　秘書課　☎ 0287（62）7324

　

お
疲
れ
サ
マ
ー
で
す
！
雨
の
日
が
続
い
た
の
で
、

洗
濯
物
が
乾
か
な
く
て
大
変
で
し
た
。
気
温
も
だ
い

ぶ
下
が
っ
た
の
で
、
鼻
水
が
雨
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん

出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
雨
が
降
っ
て
い
る
時
は
の
ん
び
り
と
過
ご

す
の
が
好
き
で
す
が
、
や
っ
と
雨
が
や
み
、
濡
れ
て

い
る
洗
濯
物
も
私
も
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
梅
雨
も

台
風
も
な
い
の
で
、
日
本
の
雨
の
激
し
さ
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
で
も
、
雨
の
後
の
景
色
の
美
し
さ
に

は
感
動
し
ま
す
。
雨
上
が
り
の
空
と
田
ん
ぼ
の
黄
色

が
大
好
き
な
の
で
、
長
雨
が
終
わ
り
や
っ
と
黄
色
の

日
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

黄
色
は
田
ん
ぼ
の
色
だ
け
で
な
く
、
私
の
仕
事
の

色
だ
と
も
思
い
ま
す
。
Ｃ
Ｉ
Ｒ
に
な
る
に
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
で
す
。市
役
所
の
勤
務
中
だ
け
で
な
く
、

外
で
も
仕
事
や
フ
ラ
ン
ス
の
話
を
す
る
機
会
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｉ
Ｒ
は
、
日
の
光
が
人
々
を
優
し

く
照
ら
す
よ
う
に
、
笑
顔
で
自
分
の
知
識
を
市
民

の
方
々
に
伝
え
ま
す
。
ま
る
で
小
さ
な
太
陽
の
よ
う

で
す
。
黄
色
は
心
地
よ
く
幸
せ
な
気
分
の
色
で
す
。

那
須
塩
原
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
時
間
は
、
と
て

も
う
れ
し
く
大
切
な
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
幸
せ
を
感
じ
る
と
き
、
フ
ラ
ン
ス

人
は
「
バ
ナ
ナ
を
持
つ
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
の
由
来
は
、
笑
顔
が
バ
ナ
ナ
の
形
に
似
て

バナナのような笑顔を
いつも持っていましょう！

 （※1）国際交流員 (CIR) とは…
　 JETプログラム（※２）により招致される外国人青年の職種の１つ
　 で、地域における国際化の推進に取り組みます。
 （※2）JETプログラムとは…
　 国や（財）自治体国際化協会の協力の下、地方公共団体が実施する
   「言語指導等を行う外国青年招致事業」のこと。

【プロフィール】
本市の国際交流員（CIR）。フランス出身。パリ
第 3 大学、フランス国立東洋言語文化大学在
学中は、日本語、英語と国際関係を専攻。卒
業後は、アメリカの大学で教師として勤務。
日本と故郷との交流に関わりたいと思い、平
成 24 年 7 月から本市に勤務。趣味は料理、映
画鑑賞、旅行、合気道、ソフトバレーボール。

アリス
パッキエ さん

　
国
際
交
流
員（
※
１
）と
し
て
忙
し
い
日
々
を
送
る
ア
リ
ス
さ
ん
が
、
故
郷
と
の
生
活
の
違
い

に
つ
い
て
、
日
頃
、
ふ
と
感
じ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

※B
ボンジュール

onjour フランス語で「こんにちは」の意味

Bonjour！
　 アリスです

い
る
か
ら
だ

そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
も
、

雨
が
降
っ
て

い
て
も
バ
ナ

ナ
を
持
っ
て

く
だ
さ
い

ね
！

Vol.3
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お
知
ら
せ

調
査
票
の
提
出
は

　
　
　
済
み
ま
し
た
か
？

　

10
月
１
日
を
基
準
日
に
国
勢
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

回
答
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

速
や
か
に
調
査
票
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

調
査
票
が
手
元
に
届
い
て
い
な

い
、
調
査
票
を
紛
失
し
た
、
記
入

方
法
や
提
出
方
法
に
不
明
な
点
が

あ
る
と
き
は
、
実
施
本
部
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
し
た

　

人
に
は
調
査
票
を
配
布
し
て

　

い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
国
勢
調
査
実
施
本
部

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
２
０
５
６

○
国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
（
07
）
２
０
１
５

「
そ
の
他
の
紙
」の

　
回
収
袋
を
配
布
し
ま
す

▼
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
紙
類

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
可
燃
ご
み

に
は
、
資
源
に
で
き
る
紙
類
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
分

別
し
て
「
そ
の
他
の
紙
」
で
出
せ

ば
、資
源
物
と
し
て
再
利
用
さ
れ
、

ご
み
の
減
量
や
限
り
あ
る
資
源
を

有
効
に
使
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

▼
各
家
庭
に
回
収
袋
を
配
布

　

家
庭
で
「
そ
の
他
の
紙
」
の
保

管
が
し
や
す
い
よ
う
に
、
行
政
連

絡
員
を
通
じ
て
各
戸
に
1
枚
ず
つ

回
収
袋
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
回

収
袋
に
は
、ど
の
よ
う
な
紙
が「
そ

の
他
の
紙
」
に
分
別
で
き
る
の
か

な
ど
、
ご
み
に
関
す
る
情
報
も
掲

載
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
て
く

だ
さ
い
。

　

手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
次

の
場
所
で
10
月
13
日
㈫
か
ら
配
布

し
ま
す
。

▼
配
布
場
所　
本
環
境
対
策
課
、

　

西
市
民
福
祉
課
、
塩
総
務
福
祉

　

課
、
箒
根
出
張
所
、
那
須
塩
原

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
各
公
民

　

館
、
各
図
書
館
、
黒
磯
保
健
セ

　

ン
タ
ー
、
健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
環
境
対
策
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
３
０
１

知
っ
て
い
ま
す
か
？

国
民
年
金
任
意
加
入
制
度

▼
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
人

　
は

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受

け
ら
れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
満
額
の
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場

合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
間

に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
年
金

を
満
額
に
す
る
か
満
額
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い

　
な
い
人
は

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や

保
険
料
の
免
除
期
間
な
ど
が
原
則

25
年
以
上
必
要
で
す
。
こ
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70

歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
昭

和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
に
限
ら
れ
ま
す
）

▼
海
外
に
在
住
す
る
人
は

　

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
海
外
に

在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ
人

も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
大
田
原
年
金
事
務
所

　
☎
０
２
８
７
（
22
）
６
３
１
１

○
本
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
２
９

○
西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
５
１
０
３

○
塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
32
）
２
９
８
８

　県は、27年産米に対する放射性物質の影響を確認するため、県全域
で米の放射性物質モニタリング検査を実施しています。本市で採取し
た玄米について検査を実施した結果、放射性物質は検出されませんで
した。
　市の 27年産米の安全性が確認されたので、消費者の皆さんは安心
して那須塩原産米を購入し、ぜひ市の農業を応援してください。

検査区域 検査点数
放射性セシウム（Bq／Kg）

出荷の可否
判定 セシウム合計 セシウム134 セシウム137

那須塩原市 3 適合 検出せず 検出せず
（＜ 3.6 ～ 4.7）

検出せず
（＜ 3.6 ～ 4.3） 出荷可能

基準値（一般食品） 100

平成27年産米の放射性物質検査結果

　【参考】厚生労働省が定めた一般食品の放射性セシウムの基準値は100Bq/㎏です。

検体名 検査
件数

最小値
（Bq/kg）

最大値
（Bq/kg）

検査結果（件数）
不検出 50Bq 未満 50 ～ 100Bq 100Bq 超

イチジク 1 不検出 不検出 1
カボチャ 4 不検出 9.7 3 1

キノコ（複合品） 1 23.4 23.4 1
キュウリ 1 不検出 不検出 1

ジャガイモ 4 不検出 不検出 4
スイカ 2 不検出 不検出 2

チチタケ 4 12.8 591.9 2 2
トウモロコシ 1 不検出 不検出 1

トマト 1 不検出 不検出 1
ナス 1 不検出 不検出 1

ニンジン 1 不検出 不検出 1
白米 2 不検出 不検出 2

ブルーベリー 13 不検出 8.0 11 2
ブルーベリージャム 2 不検出 8.7 1 1

ミョウガ 3 不検出 31.2 1 2
合計 41 30 9 0 2

※ 100Bq/kg を超えたものは、購入品ではありませんでした。
【検査結果の注意点】
１．検査結果は、1㎏当たりのセシウム134とセシウム137の合算値で集計しています。ただし、セシウム134
　　とセシウム137のうち、片方のみが検出されている場合もあります。
２．「不検出」とは、検出限界未満のことであり、検出限界はセシウム134とセシウム137の合計で25Bq/㎏以下
　　を目安にしています。
３．検査に使用した簡易測定器は、日立アロカメディカル㈱食品放射能測定システム「CAN-OSP-NAI」です。
４．市外で採取した検体も含まれます。

　8月に実施した41件の検査結果を公表します。この検査は、市民の不安解消を目的に、市が独自に実施してい
る簡易検査です。検査結果については参考としてください。なお、検体名は依頼者の申告によるものです。

▶問い合わせ　本生活課　☎（62）7126

食品の放射性物質簡易検査結果（平成27年8月分）

【市内の検査結果】

※（　）内の数値は検出限界値で、「検出せず」は検出限界値未満であることを示しています。
問い合わせ　本農務畜産課　☎（62）7147

秋
の
市
民
一
斉
美
化
運
動

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

地
域
環
境
の
美
化
と
資
源
の
有

効
利
用
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市

民
一
斉
美
化
運
動
を
実
施
し
ま

す
。
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
那
須

塩
原
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き

　

11
月
15
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

▼
内
容　
道
路
脇
な
ど
に
捨
て
ら

　

れ
た
ご
み
の
一
斉
回
収

※
家
庭
の
ご
み
は
対
象
外
で
す
。

　

家
に
あ
る
粗
大
ご
み
な
ど
は
持

　

ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
回
収
し
た
ご
み
は
、
配
布
さ
れ

　

る
透
明
袋
に
入
れ
て
指
定
の
集

　

積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
環
境
対
策
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
３
０
１

○
西
市
民
福
祉
課 

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
４

○
塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎ （
32
）
２
９
３
９

「
平
成
27
年
台
風
第
18
号
等

大
雨
災
害
義
援
金
」を
受
け

付
け
ま
す

　

９
月
９
日
か
ら
の
台
風
第
18
号

な
ど
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
、
本
市

を
含
め
た
関
東
・
東
北
地
方
な
ど

の
広
い
範
囲
で
人
的
・
物
的
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
災
害
で
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ん
の
生
活
再
建
の
一
助

と
す
る
た
め
、
次
の
４
カ
所
に
募

金
箱
を
設
置
し
義
援
金
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▼
受
付
場
所

　

市
役
所
本
庁
舎
、
西
那
須
野
庁

　

舎
、
塩
原
庁
舎
、
箒
根
出
張
所

▼
受
付
内
容

　
義
援
金
（
現
金
）
の
み

▼
義
援
金
の
送
付
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て

　

日
本
赤
十
字
社
の
「
平
成
27
年

　

台
風
第
18
号
等
大
雨
災
害
義
援

　

金
」
に
送
金

▼
受
付
期
限　
11
月
20
日
㈮

▼
そ
の
他　
所
得
税
な
ど
で
寄
附

　

金
控
除
を
受
け
る
際
に
必
要
な

　

受
領
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
。
受

　

領
書
が
必
要
な
人
は
、
日
本
赤

　

十
字
社
な
ど
で
手
続
き
を
し
て

　

く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
５
０
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人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部

を
国
民
健
康
保
険
が
助
成

し
ま
す

　

被
保
険
者
の
病
気
の
早
期
発

見
、
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た

め
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
一
部
助

成
し
ま
す
。

▼
対
象　
納
期
限
の
過
ぎ
て
い
る

　

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て

　

い
る
世
帯
の
30
～
74
歳
の
国
民

　

健
康
保
険
被
保
険
者

※
40
歳
以
上
の
人
で
、
平
成
27
年

　

度
、
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し

　

た
人
は
対
象
外
で
す
。

▼
助
成
種
別　
一
泊
ド
ッ
グ
、
日

　

帰
り
ド
ッ
グ
、
脳
ド
ッ
グ
の
3

　

種
類

▼
検
診
機
関

○
菅
間
記
念
病
院

　
　
　
　

…
一
泊
・
日
帰
り
・
脳

○
那
須
脳
神
経
外
科
病
院
…
脳

○
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院

　
　
　
　

…
一
泊
・
日
帰
り
・
脳

○
那
須
中
央
病
院
（
大
田
原
市
下

　

石
上
１
４
５
３
）

　
　
　
　

…
一
泊
・
日
帰
り
・
脳

○
那
須
赤
十
字
病
院
（
大
田
原
市

　

中
田
原
１
０
８
１
‐
４
）

　
　
　
　
　
　
　

…
日
帰
り
・
脳

○
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院

　
（
矢
板
市
富
田
77
）

　
　
　
　

…
一
泊
・
日
帰
り
・
脳

○
栃
木
県
保
健
衛
生
事
業
団
（
宇

　

都
宮
市
駒
生
町
３
３
３
７
‐

　

１
）　　
　

 　
　
　

…
日
帰
り

▼
助
成
額

〇
一
泊
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　

↓
３
万
２
４
０
０
円

〇
日
帰
り
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　

↓
１
万
９
４
４
０
円

※
自
己
負
担
の
額
は
、
検
診
機
関

　

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▼
実
施
期
限　
来
年
３
月
31
日
㈭

▼
申
込
方
法　
国
民
健
康
保
険
証

　

と
印
か
ん
を
持
参
し
、
次
の
窓

　

口
で
申
し
込
み

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

　

け
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
限　
来
年
２
月
29
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
本
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
２
９

○
西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
５
１
０
３

○
塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
32
）
２
９
８
８

○
箒
根
出
張
所

　
　
　
　
　
☎
（
35
）
２
５
１
１

放
射
能
の
無
料
計
測
を

　
　
　
　
行
っ
て
い
ま
す

　

那
須
希
望
の
砦
で
は
、
食
品
な

ど
の
放
射
能
計
測
を
無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
と
き　
平
日
午
前
10
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ　
那
須
希
望
の
砦　

放

検
索

那
須
希
望
の
砦

建
築
物
な
ど
の

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県

と
市
町
村
の
協
力
の
下
、「
平
成

27
年
度
建
築
物
等
実
態
調
査
」
を

行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、住
宅
・

建
築
行
政
な
ど
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

調
査
内
容
は
、
統
計
に
関
す
る

こ
と
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
な

い
の
で
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

浄
化
槽
補
助
金
制
度
を

　
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
生
活
排
水
を
処
理
す

る
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合

に
、補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
家
の
新
築
（
別
荘
な
ど

は
除
く
）
や
、
く
み
取
り
、
単
独

浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
に
替
え

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
人
は
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　
次
の
全
て
の
要
件
を
満

　

た
す
こ
と

①
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域
と

　

農
業
集
落
排
水
処
理
区
域
を
除

　

く
地
域
に
設
置
す
る
も
の

②
住
宅
に
設
置
さ
れ
る
処
理
能
力

　

10
人
以
下
の
浄
化
槽

③
申
請
日
時
点
で
浄
化
槽
本
体
工

　

事
が
未
着
工
で
あ
り
、
来
年
3

　

月
31
日
ま
で
に
事
業
が
完
了
す

　

る
も
の

※
申
請
を
す
る
際
、
す
で
に
工
事

　

が
始
ま
っ
て
い
る
場
合
や
設
置

　

完
了
し
て
い
る
浄
化
槽
は
補
助

　

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

④
設
置
場
所
に
住
所
を
置
き
、
継

　

続
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
人

⑤
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

▼
補
助
金
額

・
5
人
槽
（
１
３
０
㎡
以
下
）

　
　
　
　
　
　
　

…
33
万
2
千
円

・
7
人
槽（
１
３
０
㎡
を
超
え
る
）

　
　
　
　
　
　
　

…
41
万
4
千
円

・
10
人
槽
（
2
世
帯
住
宅
）

　
　
　
　
　
　
　

…
54
万
8
千
円

※
住
宅
床
面
積
に
よ
っ
て
補
助
金

　

額
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
そ
の
他　
本
年
度
分
の
申
し
込

　

み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

※
補
助
の
基
数
が
限
ら
れ
て
い
る

　

た
め
、
補
助
で
き
な
い
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

ワ
ッ
ク
ス
掛
け
の
た
め
、
体
育

館
（
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
）
を
臨
時

休
館
し
ま
す
。　

▼
と
き　
10
月
22
日
㈭

▼
と
こ
ろ　
塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

　

ン
タ
ー
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

※
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

　

グ
ル
ー
ム
は
利
用
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
（
32
）
５
２
５
５

10
月
は

　
　
「
土
地
月
間
」
で
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
、
売
買
な
ど
の
取
引
を
行
っ
た

場
合
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
き
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

適
正
な
土
地
取
引
・
土
地
利
用

で
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

▼
届
け
出
が
必
要
と
な
る
面
積

・
都
市
計
画
区
域
内
の
場
合

　

５
千
㎡
以
上
の
土
地

・
都
市
計
画
区
域
外
の
場
合

　

１
万
㎡
以
上
の
土
地

※
個
々
の
面
積
は
小
さ
く
て
も
、

　

取
得
す
る
土
地
の
合
計
が
前
述

　

の
面
積
以
上
と
な
る
場
合
は
取

　

得
す
る
ご
と
に
届
け
出
が
必
要

　

で
す
。

▼
届
け
出
が
必
要
と
な
る
取
引

・
売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、
譲

　

渡
担
保
、
代
物
弁
済
な
ど
に
よ

　

り
、
土
地
に
関
す
る
権
利
の
移

　

転
の
契
約
を
し
た
と
き

・
一
時
金
を
伴
う
地
上
権
・
賃
借

　

権
の
設
定
や
譲
渡
の
契
約
を
し

　

た
と
き

▼
届
け
出
の
手
続
き

・
届
出
者
は
土
地
の
権
利
取
得
者

　

で
す
（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば

　

買
主
）

・
届
出
期
限
は
、
契
約
日
を
含
め

　

２
週
間
以
内
で
す

▼
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ

○
本
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
５
９

「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

　

本
市
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進

状
況
や
市
民
意
識
の
実
態
を
把
握

し
、
今
後
の
取
り
組
み
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

調
査
用
紙
が
届
い
た
人
は
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
を
利
用
し
、
10

月
31
日
ま
で
に
郵
便
ポ
ス
ト
に
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
10
月
15
日
㈭
～
31
日
㈯

▼
対
象　
無
作
為
抽
出
し
た
20
歳

　

以
上
の
市
民
２
千
人

▼
調
査
方
法　
郵
送

▼
問
い
合
わ
せ　

○
本
市
民
協
働
推
進
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
０
１
９

　

射
能
市
民
計
測
所（
那
須
町
高

　

久
丙
３
３
６
‐
５
）

※
県
道
68
号（
那
須
・
西
郷
線
）

　

沿
い
で
す
。

▼
測
定
品
目　
食
品
・
土
・
作
物
・

　

灰
な
ど
、
何
で
も
測
定
し
ま
す

▼
そ
の
他　
那
須
希
望
の
砦
は
、

　

放
射
能
か
ら
子
ど
も
を
守
る
市

　

民
団
体
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

　

い
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
那
須
希
望
の
砦

☎
０
８
０（
６
０
５
１
）６
４
２
４

▼
調
査
期
間

　

10
月
8
日
㈭
～
11
月
13
日
㈮

▼
調
査
方
法　
調
査
員
が
現
地
調

　

査
を
行
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ

　

て
、
家
に
訪
問
し
て
質
問
形
式

　

に
よ
る
調
査
を
実
施
す
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
建
築
指
導
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
６
９

▼
調
査
地
区

①
下
厚
崎
の
一
部

②
戸
田
の
一
部

③
三
区
町
の
一
部

④
金
沢
の
一
部

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
西
下
水
道
課

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
５
１
１
０

臨時福祉給付金の申請を
受け付けています

申請期限 112月 　日㈫
～申請が済んでいない人はお早めに～

▶問い合わせ
　臨時福祉給付金事業推進室
　（本社会福祉課内）　☎（62）7170

犬
・
猫
は
正
し
く

　
　
　
　
飼
い
ま
し
ょ
う

　

犬
猫
の
飼
い
主
は
、
愛
情
と
責

任
を
持
っ
て
、
他
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
飼
い
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ふ
ん
尿
は
必
ず
自
分
の
敷
地
内

　
で
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

　

犬
の
散
歩
の
と
き
は
ふ
ん
入
れ

を
持
ち
歩
き
、
ふ
ん
を
し
た
と
き

は
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
後
片

付
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

猫
の
飼
い
主
は
、
室
内
飼
い
を

心
掛
け
、
外
で
飼
う
場
合
は
自
分

の
敷
地
内
に
猫
用
ト
イ
レ
な
ど
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
（
６
８
４
）
５
４
５
８

○
本
環
境
管
理
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
４
２

  

募
集

博
物
館
フ
ェ
ス
タ

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
出
店
者
募
集

▼
と
き

　
11
月
３
日
㈷
㈫
午
前
９
時
～

▼
と
こ
ろ

　
那
須
野
が
原
博
物
館
前
広
場

▼
出
店
ス
ペ
ー
ス

　
２
ｍ
×
２
ｍ
（
１
小
間
）

▼
参
加
費　
５
０
０
円（
１
小
間
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
虹
の
会
（
加
藤
）

☎
０
９
０（
１
６
１
９
）８
５
６
２

黒磯消防署

西公民館
西小

烏
ヶ
森
公
園

至
黒
磯
駅

至那須塩原駅

至板室

至青木至関谷

至
那
須
町

戸田調整池

至矢板

至塩原

至
千
本
松

県道矢板・那須線

県道矢板・那須線
国道400号

県道黒磯田島線

堰
せきば
場橋

至赤田

至国道4号

たて道線
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研
修
・
教
室
・
講
座

消
費
者
講
座

「
減
塩
簡
単
バ
ラ
ン
ス
食
」

　

仕
事
や
子
育
て
な
ど
で
忙
し
い

毎
日
、
手
軽
な
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
や

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
な
ど
を
食
べ

る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
生
活
を
見
直
し
、
も
う
一
度

「
食
」
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

手
の
込
ん
だ
料
理
を
作
る
必
要

市
民
大
学
連
携
講
座

　
　
　
　
　「
文
学
探
訪
」

歴
史
講
座

「
明
治
～
昭
和
期
の
印
刷
物

に
見
る
塩
原
温
泉
」

市
民
大
学

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
栃
木
工
場

の
工
場
見
学
会

　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
と
塩
原
図
書
館

の
共
催
で
市
民
大
学
連
携
講
座

「
文
学
探
訪
」
を
実
施
し
ま
す
。

尾
崎
紅
葉
を
は
じ
め
と
す
る
明
治

期
以
降
の
文
豪
が
愛
し
た
塩
原
の

文
学
碑
や
ゆ
か
り
の
宿
、
貴
重
な

文
学
資
料
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

▼
と
き　
11
月
10
日
㈫
午
前
８
時

　

20
分
～
午
後
４
時

▼
集
合
場
所　
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

※
市
有
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

▼
対
象　
市
民

▼
定
員　
15
人

▼
見
学
地　
蟇が

ま
い
し石
園
地
、
塩
原
も

　

の
語
り
館
、
湯
っ
歩
の
里
、
満ま

　

寿す

や家
、
逆さ

か
さ
す
ぎ杉な
ど

▼
講
師

　
臼
井
祥さ

ち
お朗
氏
（
郷
土
史
家
）

▼
参
加
費　
無
料
（
入
館
料
・
昼

　

食
代
な
ど
の
実
費
負
担
あ
り
）

▼
申
込
方
法　
月
曜
、
祝
日
を
除

　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
と
那
須
文
化
研

究
会
の
共
催
で
歴
史
講
座
「
明
治

～
昭
和
期
の
印
刷
物
に
見
る
塩
原

温
泉
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

明
治
期
の
出
版
物「
塩
原
案
内
」

や
昭
和
期
の
絵
葉
書
に
描
か
れ
た

塩
原
温
泉
の
様
子
を
知
る
と
と
も

に
現
在
と
の
比
較
な
ど
を
行
い
ま

す
。

▼
と
き　
10
月
18
日
㈰
午
後
１
時

　

30
分
～
３
時

▼
と
こ
ろ

　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
室

▼
講
師　
長
谷
川
操み
さ
お

氏
（
那
須

　

文
化
研
究
会
）

▼
参
加
費　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
☎
（
35
）
２
０
０
６

▼
と
き

　

11
月
7
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▼
集
合
場
所
・
見
学
場
所

　

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
栃
木
工
場

▼
対
象

　

小
学
校
5
年
生
以
上
の
市
民

※
中
学
生
以
下
の
人
は
、
必
ず
大

　

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　
30
人

▼
内
容

　

タ
イ
ヤ
製
造
工
程
見
学
な
ど

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
期
間

　

10
月
10
日
㈯
～
30
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
東
那
須
野
公
民
館

　
　
　
　
　
☎
（
67
）
１
１
６
３

狩
猟
を

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
狩
猟
セ
ミ
ナ
ー
〉

　

市
内
で
行
わ
れ
る
狩
猟
免
許
試

験
に
先
立
ち
、
試
験
の
事
前
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

　

10
月
22
日
㈭
午
前
9
時
～

▼
定
員　
40
人

▼
内
容

〇
鳥
獣
捕
獲
に
関
す
る
法
令
や
認

　

定
事
業
者
制
度
の
解
説

〇
例
題
集
な
ど
に
よ
る
知
識
・
技

　

術
試
験
の
講
習

▼
参
加
費　
3
千
円

▼
申
込
期
限　
10
月
15
日
㈭

〈
狩
猟
免
許
試
験
〉

▼
免
許
の
種
類　
わ
な
猟

▼
と
き

　

11
月
8
日
㈰
午
前
9
時
30
分
～

▼
受
験
料　
５
２
０
０
円

※
す
で
に
他
種
の
免
許
を
持
っ
て

　

い
る
人
は
３
９
０
０
円
。

▼
申
込
期
間

　

10
月
19
日
㈪
～
29
日
㈭

〈
共
通
事
項
〉

▼
と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
県
北
環
境
森
林
事
務
所

　
環
境
企
画
課

　
☎
０
２
８
７
（
23
）
６
３
６
３

○
本
農
林
整
備
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
４
８

市
民
公
開
講
座

「
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
に
な

ら
な
い
た
め
に
」

～
予
防
か
ら
最
先
端
治
療
ま
で
～

　

那
須
郡
市
医
師
会
で
は
、
次
の

と
お
り
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き　
10
月
25
日
㈰
午
前
11
時

　

45
分
～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ

　

大
田
原
市
総
合
文
化
会
館

　
（
大
田
原
市
本
町
1
‐
3
‐
3
）

▼
内
容

○
健
康
相
談

　

正
午
～
午
後
1
時
30
分

※
当
日
受
け
付
け
。

○
頸
動
脈
エ
コ
ー
に
よ
る
動
脈
硬

　

化
測
定

　

正
午
～
午
後
1
時
30
分

・
定
員　

50
人

※
当
日
受
け
付
け
。

○
講
演　

午
後
2
時
～
3
時

・
テ
ー
マ

　
「
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
に
な
ら

　

な
い
た
め
に
～
予
防
か
ら
最
先

　

端
治
療
ま
で
～
」

・
講
師
…
柴
信
行
氏
（
国
際
医
療

　

福
祉
大
学
病
院
副
院
長
）

○
そ
の
他　

ビ
デ
オ
上
映
な
ど

▼
入
場
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

○
那
須
郡
市
医
師
会

　
☎
０
２
８
７
（
23
）
８
６
４
７

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
参
加
者
募
集
！

　

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
の
設
置
に
関
し
て
、
利
用
者

と
な
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
11
月
11
日
・
18
日
・
25

　

日
、
12
月
2
日
・
16
日
の
毎
回

　

水
曜
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30

　

分
（
全
５
回
）

▼
と
こ
ろ　
三
島
公
民
館

▼
対
象

　
市
民
、
市
内
で
活
動
す
る
団
体

　
（
４
回
程
度
参
加
で
き
る
人
）

▼
定
員　
24
人

▼
内
容　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
話

　

し
合
い
）
の
手
法
に
よ
り
、
グ

　

ル
ー
プ
で
意
見
を
出
し
合
う

▼
テ
ー
マ

　
「
持
つ
べ
き
機
能
・
役
割
」「
施

　

設
・
運
営
の
あ
り
方
」
な
ど

▼
申
込
期
限　
10
月
23
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
本
市
民
協
働
推
進
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
５
１

栃
木
県
育
英
会

　
　
　
　
　
奨
学
生
募
集

　

栃
木
県
育
英
会
で
は
、
月
額
貸

与
奨
学
生
、入
学
一
時
金
奨
学
生
、

東
京
学
生
寮
入
寮
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

は
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
減
塩
も
で
き
る
食
事
を
簡
単
に

つ
く
る
コ
ツ
を
教
え
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
で
作
っ
た
み
そ
汁

の
塩
分
濃
度
を
測
定
し
ま
す
。
希

望
者
は
講
座
当
日
に
、
み
そ
汁
を

50
㏄
程
度
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
11
月
17
日
㈫
午
前
10
時

　

～
午
後
2
時

▼
と
こ
ろ　
黒
磯
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　
市
民

▼
定
員　
15
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

▼
内
容

　
食
に
関
す
る
講
話
、
調
理
実
習

▼
講
師

　

市
消
費
生
活
推
進
連
絡
会
会
員

▼
参
加
費　
無
料
（
５
０
０
円
程

　

度
の
材
料
費
は
個
人
負
担
）

▼
申
込
期
間

　
10
月
19
日
㈪
～
11
月
２
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
本
生
活
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
２
６

那
須
高
原
農
コ
ン

　
　
　
　
　
　
２
０
１
５

　

男
性
農
業
者
の
皆
さ
ん
、
農
業

に
興
味
の
あ
る
独
身
女
性
の
皆
さ

ん
、
那
須
高
原
農
コ
ン
に
参
加
し

て
す
て
き
な
出
会
い
を
見
つ
け
ま

せ
ん
か
。
グ
ル
ー
プ
で
も
、
１
人

で
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
と
き

　

11
月
１
日
㈰
午
前
９
時
40
分
～

▼
対
象　
20
歳
以
上
の
独
身
の
男

　

性
・
女
性

※
男
性
は
市
内
在
住
の
農
業
者
の

　

み
。

▼
定
員　
男
女
各
20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

▼
内
容　
農
作
物
の
収
穫
体
験
、

　

那
須
和
牛
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

▼
参
加
費

　
男
性
３
千
円
、
女
性
千
円
（
昼

　

食
代
、
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
期
限　
10
月
19
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
本
農
務
畜
産
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
４
７

市
誕
生
10
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
野
球
教
室

▼
と
き　
12
月
６
日
㈰
午
前
9
時

　

45
分
～
11
時
45
分

▼
と
こ
ろ　
く
ろ
い
そ
運
動
場
野

　

球
場
（
雨
天
時
は
三
島
体
育
セ

　

ン
タ
ー
体
育
館
）

▼
対
象　
市
内
の
野
球
チ
ー
ム
に

見
え
づ
ら
さ
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
！
お
役
立
ち
講
座

　

日
常
生
活
に
役
立
つ
情
報
や
生

活
用
品
を
集
め
紹
介
し
ま
す
。

　

見
え
な
い
、
見
え
づ
ら
い
、
ま

ぶ
し
く
て
困
る
な
ど
見
え
方
で

困
っ
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
、
福

祉
・
教
育
関
係
者
な
ど
、
関
心
の

あ
る
人
は
誰
で
も
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
11
月
15
日
㈰
午
前
10
時

　

～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ　
健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
読
み
書
き
に
便
利
な
拡
大
読
書

　

器
や
ル
ー
ペ
、
家
事
に
役
立
つ

　

便
利
グ
ッ
ズ
、
白
杖
、
音
声
パ

　

ソ
コ
ン
、
デ
イ
ジ
ー
再
生
機
な

　

ど
の
紹
介

○
盲
導
犬
や
白
杖
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル

　

プ
の
体
験
、
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ

　

の
実
演
、
薬
剤
師
に
よ
る
薬
の

　

管
理
方
法
な
ど
の
講
演
、
相
談

　

コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
参
加
費　
無
料

▼
そ
の
他　

・
会
場
内
に
は
ガ
イ
ド
が
い
ま
す

・
西
那
須
野
駅
か
ら
会
場
ま
で
送

　

迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す

・
軽
食
（
有
料
）
も
あ
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
５
１
２
２

　

所
属
す
る
小
学
５
年
生
～
中
学

　

２
年
生

▼
定
員　
１
５
０
人

▼
内
容　

東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

　

ロ
ー
ズ
真
中
満
監
督
に
よ
る
少

　

年
野
球
教
室

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
開
始
日

　
11
月
5
日
㈭
午
前
8
時
30
分
～

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
チ
ー
ム
参
加
は
15
人
ま
で
。

▼
そ
の
他　
服
装
は
ユ
ニ
ホ
ー
ム

　
（
ジ
ャ
ー
ジ
可
）、
ス
パ
イ
ク
着

　

用
。
バ
ッ
ト
、グ
ラ
ブ
を
持
参
。

　

飲
み
物
、
着
替
え
、
タ
オ
ル
は

　

必
要
に
応
じ
て
各
自
持
参

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
西
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
５
４
３
９

10月の納税
11月2日㈪が納期限です

●市県民税　　　　　　　第3期
●国民健康保険税　　　　第4期
●後期高齢者医療保険料　第4期

～納税は便利な口座振替で～

▼
対
象

　

平
成
28
年
度
に
高
等
学
校
や
大

　

学
な
ど
に
進
学
予
定
の
人　

▼
申
込
期
限　
11
月
13
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

○
栃
木
県
育
英
会
事
務
局

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
４
５
９

　

く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
電

　

話
で
申
し
込
み

▼
申
込
開
始
日

　
10
月
14
日
㈬
午
前
９
時
～

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
☎
（
35
）
２
０
０
６
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催
し

マ
イ
タ
ウ
ン
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
２
０
１
５

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
凜

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

那
須
野
が
原
西
部
田
園
空

間
博
物
館
小
学
生
サ
テ
ラ

イ
ト
絵
画
展

と
ち
ぎ″
食
と
農
〟ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ア
２
０
１
５

市
戦
没
者
追
悼
式

市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　

那
須
赤
十
字
病
院
は
「
マ
イ
タ

ウ
ン
・
マ
イ
ホ
ス
ピ
タ
ル
～
地
域

に
根
ざ
し
、
と
も
に
歩
み
、
心
ふ

れ
あ
う
病
院
に
～
」
を
基
本
理
念

に
、
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
病

院
や
医
療
に
つ
い
て
親
し
み
を

も
っ
て
も
ら
う
た
め
、
第
１
回

病
院
祭
「
マ
イ
タ
ウ
ン
ま
つ
り

２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　
10
月
24
日
㈯
午
前
10
時

　

～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ

　
那
須
赤
十
字
病
院
（
大
田
原
市

　

中
田
原
１
０
８
１
‐
4
）

▼
内
容　
医
療
機
器
・
調
剤
・
リ

　

ハ
ビ
リ
・
救
急
法
・
幼
児
安
全

　

法
の
体
験
、
血
管
年
齢
測
定
、

　

栄
養
相
談
、
健
康
生
活
支
援
、

　

救
急
車
・
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
展

　

示
、
演
奏
会
、
救
護
服
・
ナ
ー

　

ス
服
で
の
ち
び
っ
こ
写
真
撮

　

影
、
模
擬
店
な
ど

※
大
田
原
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
与

　

一
く
ん
、
日
本
赤
十
字
社
公

　

式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

　

タ
ー
の
ハ
ー
ト
ラ
ち
ゃ
ん
も

　

参
加
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
那
須
赤
十
字
病
院
総
務
課

　
☎
０
２
８
７
（
23
）
１
１
２
２

　
那
須
野
が
原
西
部
田
園
空
間
博

物
館
と
は
、
農
村
空
間
全
体
を
、

伝
統
的
な
農
業
施
設
や
美
し
い
自

然
・
農
村
景
観
に
あ
ふ
れ
た
屋
根

　
「
元
気
度
日
本
一　

ふ
る
さ
と

栃
木
の
創
生
！
～
き
ら
り
と
光
る

と
ち
ぎ
の
恵
み
～
」を
テ
ー
マ
に
、

県
内
各
市
町
の
農
産
物
や
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
展
示
・
試
食
・
販
売
や
、

食
を
通
じ
た
情
報
発
信
な
ど
見
ど

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
。
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
10
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　
県
庁
と
周
辺
施
設

　
（
宇
都
宮
市
塙
田
1
‐
1
‐
20
）

　

戦
没
者
の
英
霊
に
対
し
て
安
ら

か
な
冥
福
を
祈
り
、
恒
久
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
に
市
戦
没
者
追
悼

式
を
実
施
し
ま
す
。
誰
で
も
参
加

で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
列
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
と
き
・
内
容　
10
月
16
日
㈮

○
第
１
部　
午
後
2
時
～
・
式
典

○
第
２
部　
午
後
3
時
～

　

記
録
映
像
視
聴
と
記
念
講
演

▼
と
こ
ろ　
三
島
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
３
５

畜
産
草
地
研
究
所

　
　
　
　
　
　
公
開
デ
ー

▼
と
き　
10
月
24
日
㈯
午
前
10
時

　

～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　
畜
産
草
地
研
究
所
那

　

須
研
究
拠
点（
千
本
松
７
６
８
）

▼
内
容　
研
究
紹
介
、
農
業
機
械

　

展
示
、
牛
肉
試
食
、
顕
微
鏡
観

　

察
教
室
、
チ
ー
ズ
作
り
、
ク
イ

　

ズ
ラ
リ
ー
な
ど

▼
入
場
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

○
畜
産
草
地
研
究
所
那
須
企
画
管

　
理
室
連
絡
調
整
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
７
０
０
５

国
際
交
流
情
報
交
換
会

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
の
リ
ン

ツ
市
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　
「
中
学
生
海
外
交
流
事
業
」
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
本
市
と
の
姉

妹
都
市
提
携
を
進
め
て
い
る
オ
ー

ス
ト
リ
ア
共
和
国
・
リ
ン
ツ
市
に

つ
い
て
、
み
ん
な
で
学
ぶ
国
際
交

流
情
報
交
換
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

誰
で
も
参
加
可
能
な
の
で
、
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　
10
月
28
日
㈬
午
後
6
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
国
際
交
流
協
会
（
和
田
）

　
　
　
　
　
☎
（
64
）
５
０
７
０

　
「
凜
」
の
強
い
個
性
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
る
、
ほ
か
で
は
聴
け

な
い
イ
ギ
リ
ス
音
楽
を
体
感
で
き

る
ま
た
と
な
い
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

で
す
。

▼
と
き

　
11
月
22
日
㈰
午
後
３
時
～

▼
と
こ
ろ

　
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

▼
と
き　
11
月
23
日
㈷
㈪
午
前
８

　

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

に
し
な
す
の
運
動
公
園
体
育
館

▼
対
象　
高
校
生
以
上
の
市
民
、

　

市
内
勤
務
・
通
学
者
で
編
成
し

　

た
チ
ー
ム
（
選
手
４
人
、
補
欠

　

４
人
以
内
）

▼
種
目　
女
子
の
部
、
混
合
の
部

▼
参
加
費

〇
市
協
会
登
録
者
、
学
生
だ
け
で

　

編
成
し
た
チ
ー
ム
は
無
料

〇
協
会
登
録
者
が
い
な
い
チ
ー
ム

　

は
２
千
円

〇
ひ
と
り
で
も
協
会
登
録
者
が
い

　

れ
ば
千
円

▼
申
込
期
限　
11
月
14
日
㈯

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会（
原
田
）

☎
０
９
０（
７
７
０
７
）８
１
６
３

　
　
　
　
　
ＦＡＸ
（
36
）
８
５
０
４

※
氏
名
に
は
ふ
り
が
な
を
記
入
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

ル
交
流
ホ
ー
ル
（
大
田
原
市
本

　

町
1
‐
２
７
０
３
‐
6
）

▼
内
容

○
指
揮　

増
田
光
一
氏

○
エ
ル
ガ
ー
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
ド
・

　

パ
リ
ー
「
レ
イ
ド
ノ
ー
嬢
の
組

　

曲
」
ほ
か
３
曲
演
奏

○
イ
ギ
リ
ス
音
楽
の
変
遷
を
網
羅

　

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
入
場
料　
千
円

※
全
て
義
援
金
に
充
て
ま
す
。

▼
そ
の
他

○
10
月
31
日
ま
で
に
申
し
込
み
を

　

し
た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
、
チ

　

ケ
ッ
ト
を
無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

し
ま
す
（
当
選
者
に
は
、
事
前

　

に
チ
ケ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す
）

○
当
日
は
、
義
援
金
を
1
円
か
ら

　

受
け
付
け
ま
す
。
入
場
料
を
含

　

め
た
全
て
の
収
益
は
、
日
本
赤

　

十
字
社
を
通
じ
て
、
復
興
支
援

　

に
役
立
て
ら
れ
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
凜
（
斉
藤
）

☎
０
９
０（
７
２
４
２
）８
２
８
4

▼
問
い
合
わ
せ

○
と
ち
ぎ
“
食
と
農
”
ふ
れ
あ
い

　
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
（
県
農
村

　
振
興
課
）

　
☎
０
２
８（
６
２
３
）２
３
３
３

の
な
い
博
物
館
と
し
て
捉
え
た
も

の
で
す
。

　

こ
の
博
物
館
の
対
象
地
域
で
あ

る
西
那
須
野
地
区
、
接に

わ
と
こ

骨
木
・
横

林
地
区
の
小
学
５
～
６
年
生
が
描

い
た
、博
物
館
の
サ
テ
ラ
イ
ト（
展

示
物
、
史
跡
な
ど
）
の
絵
画
展
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。

▼
と
き　
11
月
14
日
㈯
～
20
日
㈮

〇
平
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時

〇
休
・
祝
日

　

午
前
10
時
～
午
後
９
時

▼
と
こ
ろ

　
県
庁
15
階
展
望
ロ
ビ
ー
ギ
ャ
ラ

　

リ
ー
（
宇
都
宮
市
塙
田
１
‐
１

　

‐
20
）

▼
問
い
合
わ
せ

○
田
園
空
間
博
物
館
運
営
協
議
会

　
事
務
局
（
西
産
業
観
光
建
設
課

　
内
）　　
　

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
５
１
０
８

火　災 救　急
建物   3 件 交通事故   49 件
林野   0 件 急病 262 件

その他   0 件 その他   99 件
27年の
累計    75 件 27年の

累計 3,008 件

火災のテレフォンサービス
　☎ 0180－992009（黒磯地区）
　☎ (22)0119（西那須野・塩原地区）

○ 8月の火災と救急

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

の
た
め
の
健
康
教
室

〈
ス
イ
ミ
ン
グ
健
康
教
室
〉

▼
実
施
期
間　
12
月
～
来
年
２
月

▼
対
象

　

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
人

①
納
期
限
の
過
ぎ
て
い
る
国
民
健

　

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世

　

帯
の
18
～
74
歳
の
国
民
健
康
保

　

険
被
保
険
者

②
年
度
内
に
同
事
業
を
受
講
し
て

　

い
な
い
人

③
３
カ
月
間
受
講
で
き
る
人

▼
内
容　
水
中
体
操
、水
中
歩
行
、

　

泳
ぎ
の
基
礎
な
ど
、
週
２
日
、

　

３
カ
月
間
の
教
室
で
す

▼
実
施
施
設
・
時
間
・
定
員

○
サ
ン
ラ
イ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
（
上
厚
崎
）

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

　
（
日
・
月
曜
を
除
く
２
日
）

　

定
員
20
人

　
　
　
　
　

☎
（
64
）
３
２
３
１

○
フ
ァ
イ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
（
西
大
和
）

　

午
前
10
時
～
午
後
0
時
30
分

　
（
水
・
土
・
日
曜
を
除
く
２
日
）

　

定
員
10
人

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
０
４
１
９

▼
参
加
費

　

６
３
１
８
円
（
３
カ
月
間
）

※
１
カ
月
当
た
り
２
１
０
６
円
で

　

利
用
で
き
ま
す
。

※
総
費
用
２
万
１
０
６
０
円
の
３

　

割
。
残
り
の
７
割
は
国
民
健
康

　

保
険
が
負
担
し
ま
す
。

▼
そ
の
他　
70
歳
以
上
の
人
は
、

　

医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す

▼
申
込
期
間

　

10
月
26
日
㈪
～
11
月
９
日
㈪

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

〈
健
康
度
ア
ッ
プ
事
業
〉

　

市
内
の
健
康
増
進
施
設
や

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
、
自
分

の
健
康
度
に
合
わ
せ
て
運
動
指
導

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

楽
し
み
な
が
ら
生
活
習
慣
病
の

予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
期
限　
来
年
３
月

▼
対
象

　

次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
人

①
納
期
限
の
過
ぎ
て
い
る
国
民
健

　

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世

　

帯
の
40
～
74
歳
の
国
民
健
康
保

　

険
被
保
険
者

②
年
度
内
に
同
事
業
を
受
講
し
て

　

い
な
い
人　

③
３
カ
月
間
受
講
で
き
る
人

▼
内
容　
健
康
度
測
定
（
基
礎
代

　

謝
量
、
体
脂
肪
率
、
筋
肉
量
、

　

体
水
分
量
、
肥
満
度
、
骨
量
な

　

ど
）、
各
種
マ
シ
ー
ン
を
用
い

　

た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
有
酸

　

素
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
、

　

週
２
日
、
３
カ
月
の
コ
ー
ス

▼
実
施
施
設　
Ｋ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
フ
ィ
ッ

　

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
、
フ
ァ
イ
ン
ド
ス

　

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
女
性
専
用

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
カ
ー
ブ
ス
、
女

　

性
専
用
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
Ｂ
‐
Ｌ

　

ｉ
ｎ
ｅ

▼
参
加
費

　

５
６
３
８
円
（
３
カ
月
間
）

※
１
カ
月
当
た
り
約
１
８
８
０
円

　

で
利
用
で
き
ま
す
。

※
総
費
用
１
万
８
７
９
２
円
の
３

　

割
。
残
り
の
７
割
は
国
民
健
康

　

保
険
が
負
担
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
12
月
15
日
㈫　

〈
共
通
事
項
〉

▼
申
込
方
法　
国
民
健
康
保
険
証

　

と
印
か
ん
を
持
参
し
、
次
の
窓

　

口
で
申
し
込
み

※
電
話
で
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ

　

ん
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
本
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
２
９

○
西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
５
１
０
３

○
塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
32
）
２
９
８
８

○
箒
根
出
張
所

　
　
　
　
　
☎
（
35
）
２
５
１
１
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三
み う ら

浦桃
も も か

香さん
　　　～プロフィール～

西那須野中学校の2年生。優れた
リーダーシップとみんなを気遣う
やさしさが見込まれて、那須塩原
市海外派遣研修事業でオーストリ
アを訪れ、ホームステイする生徒
38人の代表を務めています。
学校では書道部に所属し、準 2段
の腕前。得意科目は国語と英語。
夢は保育士になることです。

№18

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
、
異
文
化
へ
の
理
解
や
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成

を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
市
海
外
派
遣
研
修
事
業
。
今
回
は
、
こ
の
研
修
に
参
加
す
る
生
徒

団
の
代
表
を
務
め
る
三
浦
桃
香
さ
ん
に
出
発
前
の
意
気
込
み
を
聞
き
ま
し
た
。

なすしおばら元
げ ん き び と

気人

↑グループで日本の魅力を紹介。
　海外でも人気の高い日本アニメのおもしろさを英語で伝えられるかな？

↑オーストリアで披露する合唱の
　練習にも熱が入ります

一歩踏み出す人を

応援するまち

　
皆
さ
ん
が
こ
の
記
事
を
目
に
し
た
と
き

に
は
、
冒
険
の
日
々
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
中
学
2
年

生
38
人
は
、
10
月
6
日
～
15
日
の
10
日
間
、

市
海
外
派
遣
研
修
事
業
と
し
て
オ
ー
ス
ト

リ
ア
を
訪
れ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
海
外
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
う

ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
か

ち
ょ
っ
ぴ
り
心
配
で
す
。
で
も
ワ
ク
ワ
ク

の
ほ
う
が
大
き
い
。
こ
の
日
の
た
め
に
、

学
校
が
終
わ
っ
て
か
ら
事
前
研
修
と
し
て

外
国
語
指
導
助
手
と
の
英
会
話
、
合
唱
の

練
習
な
ど
を
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
38
人
は
学
校
は
バ
ラ
バ
ラ
で
す

が
、
事
前
研
修
を
通
し
て
本
当
に
仲
良
く

な
り
ま
し
た
。
海
外
研
修
に
行
く
前
に
、

新
し
い
友
達
が
で
き
た
こ
と
は
何
よ
り
心

強
い
で
す
。
そ
ん
な
仲
間
と
一
緒
に
考

え
た
合
言
葉
「
可
能
性
は
無
限
大
（The 

sky is the lim
it

）」。
こ
の
言
葉
を
胸
に
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
物
お
じ
せ
ず
積
極
的

に
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
歴
史
や
文
化
を
肌
で
感
じ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
色
ん
な
考
え
方

を
学
び
た
い
。
そ
し
て
新
し
い
外
国
人
の

友
達
を
作
り
た
い
。
私
た
ち
に
不
可
能
な

ん
て
な
い
「The sky is the lim

it

」。

問
い
合
わ
せ

○
西
学
校
教
育
課
内
英
語
教
育
推
進
室

　
☎
０
２
８
７（
37
）５
３
４
９

私たちの合言葉
「可能性は無限大（The sky is the limit）」

Facebookをチェック！
海外派遣研修事業の現地の様
子をリアルタイムで投稿しま
す。ぜひ見てください。

↑打ち合わせ中も笑顔。チーム　
　ワークの良さが分かります


